
道路陥没を未然に防止するため路面下の空洞調査を
実施します

埼玉県八潮市で発生した道路陥没は重大な社会問題となったことから、本市においても道路陥没のリスクを未然に防止
するため、空洞探査車による路面下空洞調査を実施します。調査対象路線については、重要度の高い緊急輸送道路及び幹
線道路・補助幹線道路を５年サイクルで継続的に実施していくものです。

【予算措置】
＜歳出＞
路面下空洞対策事業 18,090千円

年 度 内 容

令和７年度（2025年度）
【調査】緊急輸送道路
【補修】要緊急対応の箇所

令和８年度（2026年度）
【調査】幹線道路、補助幹線道路
【補修】要緊急対応の箇所

令和９年度（2027年度）
～１１年度（2029年度）

【補修】陥没危険度Ａの箇所
（陥没危険度Ｂ、Ｃは経過観察とし、
日常の巡視等で路面の変状を確認） ・探査深度：２．０ｍ程度

・探査能力：縦０．５ｍ×横０．５ｍ
×厚さ０．１ｍ以上のもの

令和７年（２０２５年）６月５日
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【主な事業内容】
・調査箇所
(1) 令和７年度（2025年度） 緊急輸送道路（道路延長：２９．２ｋｍ、調査延長：６９．４ｋｍ）
(2) 令和８年度（2026年度） 幹線道路、補助幹線道路（道路延長：３０．９ｋｍ、調査延長：６３．８ｋｍ）

・調査内容
(1) 一次調査 空洞探査車によるレーダデータを取得し、陥没危険度を【要緊急対応】

【陥没危険度Ａ】【陥没危険度Ｂ】【陥没危険度Ｃ】で評価
・ ※ 陥没危険度については、国土交通省の調査要領に準じ、「空洞の

地表面からの深さ」と「空洞の幅」により評価
(2) 二次調査 一次調査のうち陥没危険度Ｂについて、スコープによる内部状況の確認、

発生原因や傾向の調査
【今後の予定】
・５年サイクルとし、令和７年度（2025年度）～令和１１年度（2029年度）を１巡目とする。
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